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区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

教職員の規範意識の

確立 

 

〇学級経営について，児童・保護者へ

の対応等に多くの時間をかけること

となり，教職員に心のゆとりを持た

せることができなかった。 

〇服務研修において，通知等の伝達，

新聞記事等による指導及び注意が多

くなった。 

○教職員同士のコミュニケーションも

よくでき，チームで取り組んでいる。

さらに，チームでの取組を進めたい。 

〇児童の安定を取り戻す。 

○教職員の行動規範を身近に掲示し，

確認する。（年度初めに掲示） 

〇服務研修の方法や内容等を見直し，

より体験的な研修を実施して研修

効果が実感できるようにする。 

○「本校から不祥事を出さない。」と

いう思いを共有し，声をかけ合う。

チームで取り組む。 

〇生徒指導の三機能を生かした学級づく

り，授業づくりを行う。 

〇掲示している行動規範を毎週始めに確認

する。 

〇全ての教職員を対象に服務研修に係るア

ンケート調査を行い，方法や内容等を改善

する。 

○まず，主任・主事が声をかける。 

〇児童集会や研究授業等

で確認 

 

〇毎週教室等で確認 

 

〇学期に１回，服務研修に

ついてのアンケート調

査を行う。 

○毎月１回，不祥事防止委

員会で，主任・主事によ

る意見交流を行う。 

学校組織としての不

祥事防止体制の確立 

〇ともすれば教職員個人の技量に依存

しがちである。 

 

〇不祥事防止委員会の機能化が不十分

であった。 

〇教職員同士のコミュニケーション

をさらに促進し，組織（チーム）で

仕事を進める事ができるようにす

る。 

〇主任・主事が本校不祥事ゼロのリー

ダーとなる。 

〇各部会等で互いの仕事の進捗状況を確認

し，特定の者に負担がかからないよう集団

でサポートする体制をつくる。 

〇不祥事ゼロ達成に向けて，主任・主事か

ら意見を出す。 

〇月に１回，三部会で情報

交換を行い，状況を把握

する。 

〇不祥事防止委員会にお

いて，毎回，主任・主事

から「不祥事ゼロ達成に

向けて」の意見を求め

る。 

相談体制の充実 〇「体罰，セクシュアル・ハラスメン

ト相談窓口」の周知が年度当初に偏

りがちである。 

○体罰等防止やいじめ防止アンケート

等を行った後，面談を行うことで，

相談体制の補完が少しはできてい

る。 

○管理職と教職員の面談を継続的に行

った。 

〇「体罰，セクシュアル・ハラスメン

ト相談窓口」の周知を繰り返し行

い，相談しやすい体制をつくる。 

○今後も児童と学級担任等の面談の

機会を持つ。 

○今後も継続して行う。 

 

〇学校だよりで保護者等に周知するととも

に，校舎内全ての教室にポスターを掲示

し，担当の教職員を明示する。 

○相談窓口の案内プリントを配布するとと

もに，保護者への体罰，セクハラ等につい

てアンケートを継続する。 

〇業績評価に係る面談と併せて，一人一人

が抱える課題等も含め話し合う。 

〇学期末に児童，保護者及

び本校教職員を対象に

アンケートを実施する。 

〇アンケート内容により

保護者と連携を図る。 

○学期に１回，年４回を目

標とする。 

不祥事根絶のための行動計画 

１ 私たちは，法令等を遵守します。 

２ 私たちは，本校の不祥事ゼロを達成します。 

※その行動は，同僚や家族を泣かせることになりませんか？ 

 



 


